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家庭情報システムのイメージ

家庭情報システムは,SOHO向けのビジネスシステムと教養･娯楽用の家庭電化製品との二面性を持つ情報システムである｡

家庭にも普及してきた情報機器には,ビジネスシステ

ムの家電化と,家電機器のディジタル化との二つの流れ

がある｡家電化したビジネスシステムにより,家庭･小

規模オフィスでも従来のオフィスと同等の仕事を,より

効率よく行うことが可能となり,SOHOが現実のものと

なる｡一方,ディジタル化した家電機器により,家庭で

も種々の情報処理の実行･情報サービスが享受できるよ

うになる｡

そのため日立製作所は,SOHO向け情報システムの構

築を図り,PC･携帯端末などの各種SOHO機器に加え

て,機器間の連携による支援機能を開発し実現している｡

また家電機器として,ディジタル技術を適用したAV

(Audio Visual)機器をはじめとするいわゆる情報家電

の充実を図っている｡そして,ビジネス系や家電系の両

分野で培ってきた情報機器･システム･サービスの各技

術を融合し,人間性豊かな生活の実現に貢献していく考

えである｡
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1.はじめに

インターネットに代表されるネットワーク技術と,PC

やその周辺機器技術の進展･普及により,企業の業務シ

ステムを中心にして発達してきた情報システムは,今や

社会･家庭へと広がりつつある｡社会･家庭での情報シ

ステムには,ビジネス系システムの発展･延長としての

SOHO(SmallOffice,HomeOffice)システムと,個人

の教養･娯楽を主目的とする家電品の発展･延長として

の情報家電との二面性がある｡この両者が融合したシー

ムレスな情報システムが,サイバスペース時代の家庭情

報システムである｡

ここでは,家庭情報システムにおける日立製作所の考

え方と取組みについて述べる｡

2.SOHO向け情報システム

2.1SOHO用のシステム･機器

SOHOとは,その名前が示すとおりサテライトオフィ

スや小規模企業などの規模の小さいオフィス,および自

営業者や在宅勤務者などの自宅オフィスを意味する｡そ

の特徴は,人を働く時間や場所･組織の制約から解放し,

個人の創造性を最大限に発揮することである｡したがっ

て,PCや電話･ファクシミリなどのSOHOの設置機器だ

けでなく,ノートPC,ノ､ンドヘルドPC･PDAなどの携

帯情報端末,携帯電話などのモバイル機器を用途別に使

い分けることが必要である(図1参照)｡

このような多種類の機器を使うためには,機器間での

データの一貫性を確保するデータ同期化機能や,SOHO

設置機器あるいはオフィス情報システムとの連携ミドル

ウェアなどの実現を要する｡
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図1 SOHO向け情報システムの特徴

SOHOは,時間･空間的制約から人を解放し,個人の創造性を最大

限に発揮させる特徴を持つ｡
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一方,個人の創造性･生産性を高めるためには,他者

との連結･調整,思考･判断の基礎となる各種データの

取得･発信などといった付帯業務の改善や効率化が重要

となる｡そのため,これら付帯業務を代行する個人秘書

機能として,他者のスケジュール確保･調整機能も備え

たスケジュール管理機能,電子メールや電話･ファクシ

ミリの通知･転送機能,相手に応じた最適手段による発

信代行機能などが必要である｡

2.2 テレコミュータへの対応

わが国のテレコミュータ(在宅勤務者,またはサテライ

トオフィス勤務者)の数は現状まだ百万人程度であるが,

21世紀に入ると二,三百万人に増加すると予想されてい

る｡しかし,SOHO先進国の米国で行われたテレコミュ

ートの実験プロジェクトでの分析結果1)によれば,(1)会

議･チーム作業の必要性から全勤務時間の‡はオフィス
で勤務,(2)オフィス勤務時間の半分は電話または単独作

業ということがわかっている(図2参照)｡

したがって,SOHO向け情報システムでは,セキュリ

ティを確保した電子会議やグループウエアなどのオフィ

ス情報システムとの連携機能の充実が非常に重要である｡

2.3 Mob=ヱed Computing

日立製作所は,以上のようなオフィス機器と携帯機器

の連携および個人秘書機能による機重刑生あるSOHO向

け情報システム環境を,``MobilizedComputing(モバイ

ライズドコンピューティング)''と名付けて実現していく

(図3参照)｡

"MobilizedComputing”では,機器間の連携機能･付

帯業務の代行機能により,各種情報機器を用途に応じて

使い分けることが容易となり,人の創造性･生産性を最

大限に発揮させることを可能にする｡
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図2 テレコミュータの作業分析

テレコミュータの勤務実態は,会議の必要性からオフィス勤務比

率が高いが,その半分以上は単独での仕事が占める｡



家庭へ伸びる情報システム 391

3.AV機器からの情報化

家庭へ伸びる情報システムを考えるとき,SOHOのよ

うにコンピュータをベースにしたシステム展開に加え

て,テレビを中心としたAV機器のディジタル化からの

展開も重要なテーマである｡要素技術としては,ディジ

タル衛星放送受信用IRD(Integrated Receiver/De-

scrambler)技術,動画像の圧縮伸張MPEG技術,大容量

記録のCD-ROM(Compact Disc Read-Only Memory)

やDVD(DigitalVideoDisc)技術,新ディスプレイ技術

などがあり,これらの技術はこのAV機器のディジタル

化から発展したものである｡これらの技術革新が,PCと

AV機器を融合したシステムの実現を可能にしつつある｡

ここでは,主な製品について基本的なコンセプトを中

心に述べる｡

3.1ディジタル衛星放送･通信端末関連

ディジタル衛星放送では,受信方式の規格化や,衛星

放送とCATV(CableTelevision)端末の共用化が大きな

課題となっている｡日立製作所は,これらに対応したIRD

の複合化と電話回線を用いたインタラクティブな放送環

境を,業界に先駆けて実現していく｡

3.2 新ディスプレイ関連

テレビとPCが融合した家庭情報システムを実現する

■■MobilizedComputing■

(モハイライズドコンピューティング)
/ ご

(1

●移動中の連結
通知(双方向)

●出先でのデータ入
力･送信

●移動中のレポート
作成

●客先での商談･
プレゼンテーション

には,文字情報の鮮明表示や,40型以上のワイド大画面

化が必要となる｡そのため,VGA(Video Graphics

Array)やワイドクリア ビジョン放送に対応し,ハイビ

ジョン入力端子も装備したマルチメディアビジョンや,

10cm以下の薄さで,かつVGAの2.5倍以上の画素数を

持つⅩGA(Extended Graphics Array)対応の高精細プ

ラズマディスプレイなどを開発している｡

3.3 情報圧縮･大容量記憶装置関連

従来の写真感覚で,ディジタル動画の記録･加工を実

現するために,動画をMPEGlで圧縮記録してパソコン

ヘも取り込めるMPEGカメラや,1面当たり2.6Gバイ

トの大容量記録･再生が可能なDVD-RAM(Random

AccessMemory)装置などを先行開発している｡

3.4 インターネット関連

インターネットを活用した電子ショッピングや情報サ

ービスが現実のものとなりつつある｡簡単な操作で家庭

でのインターネット利用を実現するために,テレビに接

続してインターネットが楽しめるインターネットプレー

ヤ｢マイキャッチャー+を開発した｡さらに,再生中の

ビデオCD映像にリンクしたインターネット情報サービ

スを可能とする,新しいメディア仕様｢インターディス

ク+をビデオCD規格ライセンサー4社に提案し,｢ビデオ

CDインターネット(仮称)+ガイドラインを定めた｡
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図3"MobilizedComputing”のイメージ

用途別に複数の機器を使い分け,各機器の連携によって人の創造性･生産性を最大限に発揮させるのが``MobilizedComputing''である｡
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4.家庭情報システムへの融合

日立製作所は,これまで述べた2方向からのアプロー

チをうまく融合し,21世紀の豊かな情報化社会の実現に

貢献していく考えである｡本来,情報技術は社会の生産

性を上げるために,一方,家電技術は人間生活を便利で

楽しいものにするために発展してきた｡そして,21世紀

を目前にし,私たちはディジタル技術を使って,真に人

間の幸福を追求する手段を手に入れようとしている｡今

後は,この点を中心に新しい仕組みを提案していく｡

次に,｢家庭情報システム+を幾つかの側面で見る｡前

章までに述べたビジネス系と教養･娯楽系では,今後お

のおのの明確な目的や機能が家庭内でうまく同居し,か

つ技術を共有しながら,機器･システムの融合と分化が

続けられる｡これらのいわば物理層を大別すれば,家庭

内の情報システムの構成要素は,(1)情報の玄関,(2)情報

の処理･表示･発信･記録･蓄積機器,(3)専用情事艮･サ

ービス機器,(4)洗濯機･冷蔵庫などの,主として家事用

の電化機器,および(5)それらをつなぐネットワークにな

ると考える(図4参月別｡

上述の(1)は,基本的にはインターネットと放送である

が,ディジタル衛星の利用が重要となる｡(2)は,パソコ

ンとテレビあるいはその間を埋める種々の機器を中心と

する機器群であるが,ユーザーの選択や使い方が重要で

ある｡さらに,汎用的な機器ばかりでなく,(3)の特定の

サービスに向けた機器,例えば,遠隔医療･健康関連機

器などが,家庭情報システムに組み込まれると思われる｡

豊かな人間性の創出

● オフィス連携

●インターネット

●

ビジネス系
教羊･娯楽系

双方向テレビ

サービス

情報サービス ●遠隔教育･医療

●エレクトロニックコマース

●教育･娯楽コンテンツ
●公共サービス

(2)情報の処理･表示
発信･記録･蓄積

(1)情報の
玄関 (3)専用

情報機器

(5)ホームネットワーク

(4)家事用

サービス層

物理層

電化機器

図4 家庭情報システムの機器とサービス

家庭情報システムは,サービスと機器の両側面が連携し,ユーザ

ーのニーズを反映しながら実現する｡
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また,(4)についてはどの程度システム化すべきか,また,

(5)の必要なネットワークの性能などを,サービスを含め

て検討する必要がある｡

家庭情報システムの実現にあたっては,魅力あるサー

ビスやコンテンツの提供が重要である｡この観点に立ち,

種々の在宅サービス,例えば,医療･福祉関連情報サー

ビス2),インターネット情報サービス,エレクトロニック

コマース3),教育･娯楽タイトルなども視野に入れて,家

庭情報システムを考えていく｡

5.おわりに

家庭情報システムは,ビジネスシステムと教養･娯楽

システムの二面性を持つシステムであり,従来の企業情

報システム分野や家庭電化製品分野との技術的共通性を

持ちながらも,それらが融合した新たなシステムである｡

日立製作所は,両分野で培ってきた経験を生かして,

機器単体だけでなく,機器連携の各種ハードウェア･ソ

フトウェア,サービス,コンテンツを開発し,魅力ある

家庭情報システムを実現していく考えである｡
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